
   

Fig. 1 Structure of Helicenediol 

Fig. 3 STS spectra of self assembled 

Helicenediol 
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【はじめに】キラリティーとは、右手と左手の関係と同じように、ある物質

とその鏡像体が空間的に重ね合わせることができない性質をいい、特に生体

分子において、その機能を大きく左右する重要な要素として知られている。

そのため、各鏡像異性体（エナンチオマー）のキラリティー、及びそれらが

自己組織化することで発現する分子アセンブリにおける分子間相互作用など

の物理的特性の区別は非常に重要である。今回我々は、構造的に鏡像異性体

同士の対掌性が明確なヘリセンジオール (bis(hydroxymethyl(7)thia-hetero 

helicene)[1]（Fig.1）を用いた。これらが形成する自己組織膜に関して、走査ト

ンネル顕微鏡（STM）により構造観察・電子状態測定を行い、キラリティー

との相関関係の考察を試みた。 

 

【実験・結果】清浄化した Au(111)基板に、蒸着源温度 243℃にて M体ヘリ

センジオール分子を蒸着させたところ、Fig.2 に示すような 2 分子が列状に

配列した分子アセンブリが観察された。この分子アセンブリを構成する個々

の分子の高分解能 STM像とそのラインプロファイルから、ヘリセンジオー

ル分子由来の螺旋構造を観察することができ、Fig.2 (b) のモデルのように分

子間力によるアセンブリ形成がなされていると判断した。また、同様に M

体と P 体が同量混合したラセミ体のヘリセンジオール分子を蒸着させ場合

にも、同様に分子アセンブリが観察された。 

 そこで一方のエナンチオマーのみにより構成された分子アセンブリ

と、ラセミ体で構成された分子アセンブリの比較を行った。STM 測定の結

果では、M体分子よりも、ラセミ体の方が分子間距離が短いことが分かり、

これはエナンチオマー間の分子認識に基づいて分子間力の大きさの違いが

現れたものであると考えている。また、分子アセンブリの電子状態測定の

ため走査トンネル分光（STS）測定を行った。Fig.3 に、M 体のみの場合と、

ラセミ体の場合での分子アセンブリを構成する左右の各分子の走査トンネ

ル分光（STS）スペクトルを示す。M 体とラセミ体の STS スペクトルを比

較すると、ラセミ体での分子上でのみ＋1.7 V付近に新たなピークが出現し

ており、これは分子アセンブリの電子状態が構成する分子のキラリティー

によって変化しているためと考えられる。 

[1] K. Tanaka, et al., J. Chem. Soc., Perkin Trans. 1, 935-940 (1998).  
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Fig. 2 (a) STM image of self assembled  
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(b)Chiral structure of M-type  
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